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最
近
目
本
で
も
経
営
民
の
研
抽
出
が
や
や
盛
ん
に
な
り
始
め
た
が
、
経
営

史
が
恩
閉
止
し
て
成
立
す
る
た
め
に
必
要
な
方
法
論
は
、
ほ
と
ん
ど
確
立

さ
れ
て
い
な
い
。

罷
児
島
の
新
分
野
で
あ
る
路
管
犯
の
肝
究
の
た
め
に
、
何
を
資
料
と
し

て
日
レ
る
べ
き
か
と
い
う
、
も
つ
k
も
基
礎
的
な
手
績
さ
え
も
、
ま
だ
不

明
確
な
献
態
で
あ
る
。
ア
メ
日
カ
で
は
、
樫
管
史
は
歴
史
瞳
の
一
分
野
と

し
て
、
す
で
に
一
九
二
五
年
に
鰹
管
史
塵
曾

(
F
6
2
E
E。
q
m
E
O付与

が
援
曾
し
た
時
に
出
援
L
、
一
九
二
七
年
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
塵
で
経
佳

史
の
最
初
の
誌
義
が
行
わ
れ
て
お
り
、
爾
後
一
一
一
O
年
の
歳
月
を
経
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
収
皆
史
の
す
く
れ
士
概
読
書
の
↓
つ
で
あ
る
ラ

l
y
y
の
「
経
笹
史
ス
門
」
(
ロ
E
H
O
吉

国

E
F
E
m
E
F宮
司
)
は

島

康

雄

一
、
序
論

①
企
業
経
営
(
そ
の
定
義
)

⑦
経
営
史
(
そ
の
意
味
と
、
岡
田
読
史
に
お
け
る
援
展
)

①
細
管
史
の
資
料

二
、
米
国
企
業
の
歴
史
酌
背
長
と
そ
の
位
置
(
文
廠
紹
介
)

三
、
鯉
管
者
(
停
記
・
自
厳
停
の
文
献
紹
介
)

回
、
個
別
企
業
単
位
の
歴
史
ハ
文
献
紹
介
)

五
、
苦
業
骨
一
(
文
献
紹
介
)

六
、
粧
皆
史
の
一
般
的
論
題
(
文
献
紹
十
)

七
、
研
柏
乱
Lr
」
関
係
責
料

の
七
都
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
が
、
私
は
第
一
部
第
三
章
と
第
七
郡
古
手



が
か
り
に
し
て
、
経
管
史
恩
研
努
の
た
め
に
米
闘
で
ど
の
よ
う
な
資
斜
が

用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
紹
介
す
あ
。
こ
れ
は
歴
史
肝
究
の
接
礎
的
手
績
で

あ
る
「
費
制
蓮
月
設
」
の
紹
介
で
あ
る
か
ら
、
拡
の
批
判
的
見
解
は
全
く

加
え
ず
、
純
粋
の
紹
介
に
唱
と
ど
め
る
。

ち
な
み
に
ラ
1
ソ
ン
は
、
一
九
二
六
年
以
旅
田
P
2
P
E
ロ
E
d
m
E
q
の

を
P
E
E
n
m岳
民
乱
回
目
白
g

E
吉
B
E
E
S
で
出
回
一
一
回
。
日
教

授
の
指
帯
の
も
と
に
紹
管
史
を
研
境
L
、
現
在
〉
m
m
E
B
F。
R
g
z
a

F
m
E
E切
出
E
Q
Q
を
勤
め
、
『
一
八
五
八

l
一
1
1
0
0
年
の
ミ
ネ
ソ
タ

に
お
け
る
小
委
市
場
と
農
民
』

s
H
Z
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E
E同
E
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E
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E
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0
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E
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z
g
v自
己
目
〈

E
N白
や
グ
ラ
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教
授
と
の
共
著
『
米
関
鰹
皆
史
の
ケ
1
ス
・
フ
ヅ
グ
』

z
n
E吾
g
r
目

〉
H
H
E
n
E
E
m
F自
民
昨
宮
司
ョ

z
・J
同
居
∞
ω

を
始
め
、
と
し
て
、
「
鰹

省
民
の
危
愉
色
、
「
中
世
甲
胃
製
造
業
員
皆
、
「
陶
磁
器
商
人
の
投
資

者
ヘ
の
轄
換
」
、
「
初
期
産
業
費
木
家
の
梼
働
政
策
と
管
理
」
、
「
米
関
織

浩
史
の
未
開
拓
分
野
」
、
コ
八
三
七
一
八
五
七
年
の

E
-
w
・
2
フ

ー
グ
曾
刺
(
米
園
私
立
銀
行
の
起
源
)
」
な
ど
の
鰐
四
官
民
の
論
文
を
津
山
麓

哀
し
て
い
る
。
止

宥

山

商

勢

経
路
凸
史
研
究
に
は
即
時
監
宏
、
曾
祉
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
由
篠
が
絶
艶
に
必

要
で
あ
る
。
経
営
の

ν内
部
d

の
記
銘
を
使
用
せ
ず
に
、
人
物
や
曾
耐
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
艇
肱
官
民
は
書
き
得
な
い
。
今
ま
で
の
歴
史
家
は
政
府
記

飯
・
新
聞
そ
の
他
の
、
グ
外
部
d

の
不
正
確
な
意
識
的
に
至
曲
さ
れ
た
も

H
・
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「
部
管
且
の
資
料
E
何
を
用
い
る
べ
き
か
」

の
か
ら
費
削
刊
を
得
る
こ
と
が
多
く
、
不
常
な
結
論
に
漕
ぐ
よ
う
な
こ
の
種

の
資
糾
の
帆
格
を
充
分
に
意
識
し
て
い
た
と
は
い
え
ず
、
そ
の
た
め
被
害

を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
都
替
の
直
接
記
級
位
、
企
業
の
紹
替
・
管

毘
の
賓
際
丘
許
し
い
知
識
が
得
ら
れ
、
何
人
と
鰹
惜
車
位
の
際
史
が
詐
加

に
再
構
成
さ
わ
得
る
唯
一
の
素
材
で
あ
る
。
し
か
し
終
管
内
部
の
資
料
だ

け
が
、
解
脱
百
決
議
を
作
つ
亡
ゆ
〈
桐
性
・
論
理
を
表
現
す
る
の
に
充
分
な

も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
人
物
h
T
曾
吐
の
締
皆
記
鍛
だ
け
が
経
皆
史
の
充

分
な
素
材
で
は
な
く
、
グ
外
部
H

の
資
料
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
ら
の
内
部
資
料
の
大
部
分
は
研
使
者
自
ら
探
き
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
曾
祉
の
事
務
所
・
地
方
圃
書
館
・
国
立
資
料
究
集
所
か
ら
始
め
る
べ

含
で
あ
る
。
経
皆
記
凶
聞
は
、
そ
の
企
業
の
瑳
展
段
階
や
型
、
特
定
の
人
物

や
曾
耐
の
活
動
の
振
幅
、
企
業
の
生
産
組
織
の
機
能
の
特
異
性
な
ど
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
以
下
、
再
段
階
に
分
け
て
考
察
す
る
。

一
、
小
資
本
家
段
階

初
期
の
米
圃
宣
紫
人
の
多
く
は
、
所
有
者
・
程
皆
者
・
傍
働
者
を
品
束
ね

る
よ
う
な
小
費
木
家
(
農
夫
・
大
工
・
ガ
レ
ー
ジ
の
所
有
者
・
一
般
商
陪

主
を
含
み
、
そ
の
資
本
は
小
さ
く
、
ゆ
一
歎
の
助
手
を
麗
う
場
合
も
あ
る
)

で
あ
る
。
そ
の
一
取
引
は
大
部
分
が
夜
接
的
で
、
手
紙
な
ど
の
通
信
物
を
使

わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
極
皆
の
文
書
目
録
は
、
質
債
主
債
躍
を
記
践
す

る
簡
車
な
合
計
得

(
E
B
H昨

rgw)
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
に

ヨ
芭
イ

注
文
幌
(
。
E
R
E。
「
一
)
、
取
引
相
手
と
の
手
紙
の
篤
L
、
詳
細
な
所
得
と
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「
印
柏
崎
官
且
の
資
料
陀
何
を
用
い
る
べ
き
か
」

支
出
の
出
納
帳
、
契
約
破
棄
の
文
書

(
B
O
O
Z
E豆
、
組
合
の
協
約

書
(
官
民

POEM-℃
昂

5
E口
同
)
、
商
品
目
録

(HEBEq)、
金
融
報
告
書

〔

F
E
E
m
E
O
B
E
Y
摺
棄
に
関
す
る
諸
積
の
費
書
な
ど
が
あ
る
。

日
記
に
は
経
営
の
こ
と
は
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
役
に
立
た
な

-
一
、
商
業
資
本
家
段
階

こ
の
段
階
に
な
る
と
、
資
料
、
と
し
て
大
盤
有
用
な
曾
社
記
録
を
残
し
て

く
れ
る
ロ
一
八
世
紀
と
一
九
世
相
初
期
の
米
園
膨
齢
お
の
大
部
分
を
し
め

た
こ
れ
ら
の
商
人
た
ち
は
、
取
引
す
る
遠
い
港
や
地
域
に
社
員
・
問
屋
・

代
理
席
・
通
信
員
が
い
た
の
で
、
指
令
や
注
文
を
手
紙
で
語
り
、
報
告
を
，

手
紙
で
受
け
取
っ
た
。
ま
た
一
度
に
敷
年
聞
の
航
潟
を
す
る
お
川
町
の
舵
長

や
積
荷
監
督
に
も
、
員
買
を
指
令
す
る
手
紙
が
商
人
か
ら
出
さ
れ
た
。
こ

の
商
業
費
率
が
授
受
し
た
手
紙
の
字
詰
霊
験
の
す
べ
て
を
記
し

て
は
い
な
い
が
、
解
管
の
個
性
・
特
質
・
政
策
・
運
営
・
問
題
貼
・
方
法

を
記
餓
し
、
宜
在
す
ゐ
鰹
管
記
出
町
の
中
で
も
っ
と
も
人
間
的
で
慣
く
有
盆

な
も
の
で
あ
り
、
経
営
史
家
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
商
業
資
本

家
の
曾
計
簿
は
、
企
業
と
そ
の
財
政
朕
態
に
つ
い
て
の
す
く
れ
た
見
取
圃

を
興
え
て
く
れ
、
つ
ね
に
取
引
の
唯
一
の
間
践
で
あ
り
、
含
討
の
事
門
家

で
な
い
経
営
史
家
に
と
っ
て
も
あ
ま
り
難
か
し
く
な
い
恥
そ
の
ほ
か
、
各

種
の
語
文
・
組
合
の
協
約
書
・
商
品
目
録
・
賢
盟
国
な
ど
が
経
営
者
と
そ
の

紫
績
を
一
討
す
の
に
佼
立
つ
。

第
七
十
七
谷

三
四

O

第
四
掛
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一
己
、
窟
諸
資
本
家
段
階

一
九
世
記
に
お
け
る
初
期
む
産
業
費
主
家
の
行
動
は
一
つ
の
場
所
に
集

中
さ
れ
、
一
揃
い
の
す
ぐ
れ
た
記
鍬
を
換
す
こ
と
が
多
い
。

れ
町
産
業
資
木
家
の
手
紙
は
商
業
費
京
家
の
手
紙
作
ど
重
要
で
は
な

い
。
小
産
業
費
木
家
は
所
有
纏
と
経
管
が
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
の
で
、

手
紙
は
購
買
・
阪
買
代
理
由
や
機
械
製
造
所
へ
普
か
れ
る
だ
け
で
、
政

策
・
管
理
白
内
容
は
通
信
文
に
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
政
策
決
信
者
(
祉

長
・
専
務
・
出
抽
出
官
)
が
機
能
的
経
営
岩

(
2
2
3
a
。盲目時

E
る

か
ら
相
首
離
れ
て
い
て
怪
管
が
分
割
き
れ
て
い
る
所
で
は
、
経
営
者

(目

E
P由
主
に
針
し
て
手
紙
が
返
ら
れ
た
。
近
代
的
大
曾
祉
で
は
諸
大

な
社
内
通
信
が
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
平
凡
で
、
あ
ま
り
役
に
立
た

向。判
配
蚕
業
費
木
時
代
に
全
盛
と
な
っ
た
株
式
曾
枇
で
は
、
株
主
と
童

四
祉
の
集
合
議
事
鋭
と
い
う
鰹
笹
政
策
に
関
す
る
新
形
式
司
記
餓
が
増
大

し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
後
に
は
、
役
員
や
重
役
(
。
時
間
日
同

E
E
E
s
n
g
g
)

の
選
翠
・
阿
部
組
織
・
鰹
管
政
策
の
一
般
的
内
容
な
ど
に
伴
う
形
式
的

行
矯
の
み
を
記
錯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

C

食
斗
叫
一
記
録

(PEE-P四
日
。
己
)
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
ラ
イ
ン

(

z

z

f

f

プ

(
E
R
S
E
E
)
閣
部
門
の
経
営
者
と
管
理
部
門
町
内
部
組
織
や
、

生
産
物
と
顧
客
の
快
勝
を
一
目
し
、
ま
た
曹
市
・
所
得
・
曾
計
出
納
の
結

果
に
つ
い
て
非
常
に
債
値
を
有
す
る
。
だ
が
葦
峠
密
資
需
が
世
論
に
攻
磐



き
れ
、
政
府
の
規
整
を
受
け
始
め
て
以
後
、
そ
の
賃
計
簿
は
段
々
と
盤

解
し
難
く
な
っ
て
き
た
。
相
首
六
き
た
産
業
資
本
家
の
曾
計
簿
h
z
m
析
究

す
る
経
皆
史
家
は
、
曾
計
闇
阜
の
特
殊
訓
練
を
受
け
る
か
、
主
た
は
官
計

士
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

肌
町
子
舎
一
杭
平
交
腐
を
た
く
さ
ん
持
っ
た
持
株
曾
枇
の
よ
う
に
‘
そ

の
経
営
単
位
や
活
動
が
多
様
伯
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
経
皆
記
鋭
は
模
雑
に

な
る
。
持
株
曾
計
や
大
き
な
産
業
主
ロ
睦
(
】
担
問
。

E
z
t
g
E
I

E
Eロ
)
は
、
一
般
事
務
所
用
の
曾
計
錦
之
各
部
門
(
購
買
・
製
造
・
阪

寅
・
職
員
・
公
共
関
係
な
ど
の
部
門
)
・
分
工
場
・
支
日
・
子
宵
世
用

の
特
殊
曾
計
得
者
別
に
持
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
掴
則
的
メ
ラ
シ
ス
・

計
算
書
・
商
品
日
銀
・
給
料
簿
と
税
金
の
分
析
表
・
工
場
や
装
置
の
評

債
の
報
告
・
生
産
地
程
の
各
段
階
の
費
用
分
析
・
課
算
の
持
定
表
・
曾

計
検
査
官
の
報
告
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
註
文
書
・
積
荷
偉
菓
・
領
収

書
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
取
引
記
銭
は
刷
国
債
が
少
な
い
が
、
都
笹
の
賢

際
や
技
術
を
示
す
貼
で
は
有
用
で
あ
る
。

酌
工
場
晶
、
Z
J
晶
聞
社
の
記
録

Lι
し
て
は
、
職
員
録
・
工
場
と
設
備
の

記
組
問
・
生
産
工
科
の
記
鍬
・
曾
計
記
録
・
費
河
と
取
盆
の
円
記
録
・
積
荷

の
記
鍬
・
委
員
曾
の
記
録
が
あ
り
、
親
曾
荷
か
ら
の
通
信
・
回
目
書
・
指

令
は
大
量
に
存
十
代
す
る
ω

作
業
場
か
ら
最
高
経
営
者
ま
で
の
機
能
的
距

イ
グ
ゼ
キ
コ
i
f
一
イ
プ

離
が
大
き
い
犬
舎
祉
で
は
、
子
品
聞
社
・
工
場
・

4
部
暑
に
知
的
な
支
配
人

を
据
え
て
鰹
管
を
統
制
す
る
よ
う
に
な
り
、
各
部
署
聞
の
通
信
・
報

告
・
賢
吾
な
ど
が
大
量
に
存
在
す
る
。
そ
の
他
に
科
率
的
・
経
済
摩
的

H
・
M
-
ラ
l

y
シ
「
総
笹
山
且
円
資
料
に
何
を
用
い
る
べ
き
か
L

な
研
究
・
分
析
の
記
録
が
多
く
存
在
す
る
む

伊
そ
の
他
に
傭
舶
契
約
出
・
曾
制
法
人
の
恒
款
・
所
有
機
や
借
活

躍
主
山
地
棋
の
記
録
・
す
べ
て
の
種
類
の
契
約
書
・
許
訟
記
銭
を
含
む

法
律
的
記
録
・
組
織
の
圃
表
(
。
日

E
E
Eロ
n
v
S
)
・
償
給
の
詐
録
・

納
税
記
録
・
個
々
の
被
属
儒
者
の
記
鍛
・
特
殊
問
題
の
調
査
記
銭
・
株

主
へ
の
印
刷
資
料
(
年
報
て
従
業
員
へ
の
社
内
新
聞
(
ぎ
自
の
。
『

mE)・

取
引
先
へ
の
院
告
な
ど
が
あ
ゐ
。
見
落
し
て
な
ら
ぬ
も
の
は
支
国
人
・

従
業
員
・
工
場
建
築
・
機
械
・
生
産
物
・
作
業
士
程
な
ど
の
窮
鼠
で
あ

る。
)

E

Z

Z

 

G

紹
笹
山
1
1
ζ

特
定
人
物
的
研
出
品
に
ー
と
っ
て
、
経
営
者
の
個
人
的
な

文
書
は
、
彼
の
業
績
の
ほ
か
に
企
業
へ
の
個
人
的
関
心
中
業
務
以
外
の

行
動
古
研
出
札
す
る
の
に
役
立
つ
。
個
人
文
書
に
は
な
的
投
資
の
記
録
〔
多

ア

J
一一
7
T
7
L
1
1
1
7プ

く
の
樫
営
者
は
支
配
人
で
あ
る
を
同
時
に
資
本
家
で
も
あ
る
)
・

ヨ

f

個
人
的
な
手
紙
・
盟
国
書
・
積
書
・
財
蓮
H
銭
・
逝
一
一
胃
…
替
の
馬

L
・
日

記
・
自
絞
俸
・
企
業
の
歴
史
に
闘
す
る
原
稿
な
ど
が
あ
る
。
あ
る
種
類

の
鰹
皆
寵
鋭
は
著
書
の
中
で
裂
見
さ
れ
る
が
、
経
島
都
の
書
い
た
出
版

物
は
、
そ
れ
が
彼
の
仕
事
に
聞
係
の
な
い
も
の
で
も
そ
の
人
物
自
身
に

つ
い
て
物
語
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

(
L
か
し
代
作
者
が
書
い
た
書
物

に
つ
い
て
は
、
経
皆
史
家
は
な
に
が
山
本
営
の
経
笹
者
で
あ
る
か
と
い
う

こ
主
に
注
慈
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
)
。
最
託
は
科
障
者
・
技
術
家
・
経
掛

閉
障
者
が
企
業
の
重
要
た
地
位
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
彼
等
に

よ
っ
て
経
皆
に
つ
い
て
の
重
要
な
著
書
が
書
か
れ
る
己
主
が
多
い
。

第
七
十
七
巻

第
四
蹴

七

四



H

・
M
・

-
7
1
ソ
シ
「
終
替
且
の
資
料
に
何
を
用
い
る
べ
き
か
」

)

5

2

3

 

H
経
営
者
回
世
の
集
舎
の
始
め
に
行
わ
れ
る
経
営
者
の
演
説
は
非

常
に
有
徳
亡
あ
る
。
と
の
演
説
は
書
物
・
産
業
制
合
の
出
版
物

(E向。
i

2
2
5
5
5
官
己

E
ぎ
る
・
業
界
雑
誌
(
守
主
2
2
5己
ω

)

・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
積
読
の
多
く
は
泊
憶
談
の
よ
う

な
も
の
だ
が
、
そ
の
時
代
の
糧
管
政
策
・
管
理
に
繍
係
L
、
そ
の
人
物

の
思
想
・
践
度
・
個
件
な
ど
を
表
現
し
て
い
る
。

-
曾
叫
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
る
大
量
の
会
刊
資
料
は
経
笹
史
肝
究

の
重
要
な
素
材
で
あ
る
。
し
か
し
曾
此
出
版
物
の
内
容
は
特
別
の
目
的

に
役
立
つ
よ
う
に
選
ば
れ
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
経
営
史
家
は
そ
の

客
翻
性
と
桁
密
度
を
常
に
疑
い
、
他
の
ふ
デ
リ
ジ
ナ
ル
な
耀
管
資
制
判
に
よ

っ
て
荷
足
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
株
式
含
叫
の
資
料
の
中
で
も
っ

と
も
多
い
の
は
株
主
・
役
員
・
宜
従
に
諮
ら
れ
た
定
期
も
し
く
は
臨
時

の
掛
川
音
司
け
で
あ
る
。
バ
ラ
V
ス
・
シ
ー
ト
や
所
得
計
算
書
か
ら
な
る
年

次
報
告
書
は
、
そ
の
内
容
の
陸
宮
古
、
油
用
範
圃
の
幅
、
時
間
・
環

境
・
人
物
の
可
伝
性
な
ど
の
程
度
は
い
ろ
い
ろ
と
異
る
が
、
そ
の
脅
刑

の
内
情
に
精
通
し
た
者
が
批
判
的
に
使
え
ば
大
閥
単
役
に
立
つ
ロ
技
術

家
顧
問
・
委
員
曾
の
報
告
書
も
有
盆
で
あ
る
。
だ
が
公
刊
さ
れ
た
年

弐
報
告
書
ゃ
委
員
官
報
告
書
は
、
特
定
の
地
位
の
昇
進
や
支
持
の
た
め

の
特
球
な
書
類
と
見
た
さ
る
べ
き
砧
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
世
続
的
危
も

の
と
見
て
は
な
ら
な
い
。

町
産
業
資
本
段
階
の
初
期
に
は
、
業
務
案
内
政

(
E
r虫
色
)
、
定

期
刊
行
物
(
胃

pop邑
官
官
印
)
の
中
の
民
告
と
い
う
形
式
の
取
引
先

第
じ
十
七
巻

四

第
四
球

b 

へ
の
遇
知
昔
、
や
や
筏
期
に
は
曾
世
の
製
品
を
記
入
し
説
明
し
た
カ
タ

ロ
F
が
出
羽
し
た
c

株
式
曾
妊
の
創
立
極
煮
害
(
官

a-uoog)
や
、
有

償
詮
券
の
版
買
を
支
援
す
る
た
め
の
新
向
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
の
関

係
銀
行
の
麗
告
な
ど
は
、
滞
在
的
投
資
者
の
た
め
に
産
業
費
木
の
初
期

か
ら
く
わ
だ
て
ら
れ
た
。
合
此
従
業
員
・
株
主
・
一
般
大
家
の
好
意
を

求
め
る
た
め
の
社
内
新
聞

(
F
E
m
E品
目
)
は
、
大
車
問
書
館
そ
の
他

の
岡
書
館
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
護
符
曾
社

町
内
部
で
の
み
収
賊
さ
れ
て
い
る
。
後
期
に
は
防
府
宇
新
聞
の
不
正
た

攻
撃
か
ら
宵
祉
を
守
る
た
め
の
箆
明
苔
も
現
れ
た
。
こ
れ
ら
は
院
宣
に

使
え
ば
有
益
で
頂
要
で
あ
る
G

恥
産
業
組
合
(
ロ
邑

2
5
0
5
2
0白
)
の
出
版
物
、
特
に
旋
読
・
議

論
・
委
員
宵
報
告
な
ど
を
ふ
く
む
宵
議
の
議
事
政
は
、
特
定
の
産
業
界

キ
各
府
聞
社
平
人
物
に
つ
い
て
重
要
な
知
識
を
津
山
も
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
@
あ
る
産
業
界
の
競
容
の
状
態
と
、
競
争
を
抑
制
す
る
た
め
の

共
同
の
努
力
、
⑪
倫
理
的
標
準
と
質
腐
を
統
一
す
る
た
め
の
努
力
、
③

知
識
の
共
同
雫
柏
、
@
放
果
あ
る
政
策
と
経
借
方
法
・
経
営
技
術
の
形

成
、
@
消
費
者
・
樽
伺
者
・
政
府
の
攻
撃
に
封
ず
る
防
衛
色
、
政
府
知
灯
叩

利
得
を
確
保
す
る
た
め
の
査
謹
業
界
あ
げ
て
の
協
力
、
。
企
業
主
極
陸
軍

者
白
砂
世
押
師
・
祉
曾
的
哲
峰
、
な
ど
に
つ
い
て
測
り
知
れ
ぬ
債
債
を
も

て
だ
が
こ
れ
ら
は
産
業
組
合
と
そ
の
代
表
者
の
利
盆
の
た
め
に
語
曲

さ
れ
て
い
る
こ
左
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
向
。
産
業
組
合
が
現
存
し
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
事
務
所
や
岡
書
館
で
出
版
物
に
つ
い
て
相
談
す
る



べ
き
で
あ
る
ロ

町
商
工
曾
議
所
の
出
版
物
は
、
企
業
経
営
を
園
家
的
規
模
に
但
書

ず
る
た
め
の
寵
管
宥
の
一
努
力
を
表
現
し
て
い
る
。
地
方
政
治
機
闘
は
そ

り
初
期
か
ら
、
市
場
取
引
嵐
則
書
ゃ
商
業
統
計
を
援
刊
し
て
い
る
。

相
判
遇
間
貿
易
業
者
・
金
融
重
量
県
雑
誌

(
E
E
E
Eロ巳

吉
日
開
】
)
は
、
特
定
の
斉
業
界
主
そ
の
個
々
の
台
市
の
背
景
を
桝
究
す

る
の
に
役
立
ち
、
そ
の
多
く
は
工
業
技
術
・
生
涯
管
理
・
買
賀
・
金
融

な
ど
の
知
識
、
人
物
や
合
祉
の
詫
事
に
富
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の
曾
祉

の
一
般
的
経
管
欣
態
や
、
政
府
の
統
治
方
針
・
課
税
政
策
E
の
閣
係
、

園
際
的
関
係
な
ど
が
接
見
さ
れ
る
。
だ
が
そ
の
誼
用
範
園
・
編
集
方

針
・
可
信
性
に
つ
い
て
油
世
た
評
慣
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

N

政
府
資
料
は
組
笹
山
民
研
究
に
か
な
り
の
償
値
を
持
つ
。
地
方
政

府
・
州
・
連
邦
政
府
の
記
録
文
書
に
は
、
間
人
円
出
生
と
死
亡
の
日

付
、
週
一
育
機
認
の
記
銘
(
道
五
一
=
一
同
書
L

乙
財
産
目
銘
)
、
所
有
擢
の
記
録
、
抵

営
霞
文
、
曾
計
法
人
の
記
録
、
租
税
記
録
(
伺
入
所
得
・
法
人
所
得
・

不
動
産
・
税
率
な
ど
て
訟
伴
、
図
勢
調
査
の
報
告
な
ど
の
散
期
L
な
い

知
識
を
含
ん
で
い
る
ロ
だ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
完
全
な
知
識
を
典
え
る
も

の
は
め
っ
た
に
な
く
、
明
白
な
詮
擦
を
一
目
す
よ
り
は
、
何
物
か
を
立
詮

ナ
る
と
い
「
偏
向
に
あ
り
、
充
分
な
可
能
性
を
引
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
の
種
の
資
制
の
弱
味
に
認
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ゆ
企
業
に
関
係
の
あ
る
決
廷
訴
訟
の
記
録
は
米
闘
史
上
に
常
に
存

在
し
、
地
方
法
廷
か
ら
最
高
裁
判
所
に
ま
で
関
連
を
持
っ
て
い
る
。
訊

H
・
M

・ラ
I
ソ
ン
「
締
皆
旦
の
資
料
に
何
を
用
い
る
べ
き
か
」

問
の
過
程
に
お
け
る
口
述
書
や
謹
撰
書
類
か
ら
重
要
な
知
識
が
引
き
出

さ
れ
る
。
反
t
ラ
ス
ト
の
大
訴
訟
で
は
こ
の
旺
閣
の
資
制
が
大
量
に
存
在

し
た
。
だ
が
訊
由
記
録
の
中
に
は
、
許
訟
に
関
係
あ
る
企
業
や
伺
人
に

針
し
て
、
反
叫
剖
ま
た
は
支
持
の
武
闘
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
A
せ

よ。
P

極
管
に
関
す
る
知
識
を
蒐
集
し
て
い
る
州
ま
た
は
漣
邦
政
府
の

委
員
曾
・
部
(
骨
官
民
H
E
E
)
・
局
(
}
話

2
5
)
の
報
告
書
は
、
統
計

的
資
料
を
典
え
る
に
ー
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
い
が
、
抑
制
批
官
吏
肝
究
に
統
計

的
方
法
が
採
用
さ
れ
る
に
つ
れ
て
有
用
主
な
っ
て
き
た
。
こ
の
型
の
資

料
は
あ
る
産
業
の
公
共
的
な
伏
態
を
見
る
の
に
役
立
つ
が
、
報
告
す
る

官
吏
の
企
業
へ
の
非
近
親
性
や
思
想
傾
向
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
政
治

閏
的
に
合
う
よ
ラ
に
歪
曲
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
可
信

性
に
は
常
に
疑
問
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
公
益
胃

ι宋
の
研
究
に
は

公
益
事
業
萎
員
曾
の
報
告
は
紹
針
に
見
逃
し
得
な
い
資
料
で
あ
る
。
そ

の
他
の
政
府
記
録
の
出
版
物
で
注
目
す
べ
き
は
、
川
際
商
業
委
員
合
・

迫
邦
通
商
委
員
曾
・
有
償
明
日
持
取
引
委
員
曾
・
特
殊
法
律
調
査
萎
員
曾

な
ど
の
管
理
機
関
の
調
査
書
や
訴
訟
記
銀
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
の
口

述
書

(522S)
や
誼
操
書
類

E
K
E
E
Z
)
は
、
曾
枇
ゃ
人
物
に

閲
す
る
多
く
の
知
識
を
含
み
、
他
円
資
糾
へ
の
柏
町
と
し
て
有
益
で
あ

る。
)

r

p

f

z

 

Q

系
譜
塵
者

R
E
E
F官
同
)
の
研
究
は
、
組
管
者
や
そ
の
仕
事

に
つ
い
て
生
骨
生
き
し
た
事
貨
を
含
む
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
人
間

第
七
十
七
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四
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H
・
M
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ヲ
T

ソ
シ
「
紐
管
且
の
資
料
に
何
を
用
い
る
べ
き
か
」

的
・
世
曾
的
麗
史
を
撒
代
に
わ
た
っ
て
要
約
し
て
い
る
。

船
大
量
の
地
方
史
・
州
担
は
、
職
業
的
歴
史
家
に
よ
っ
て
書
か
れ

な
か
っ
た
お
蔭
で
、
合
社
・
問
答
者
・
差
出
先
界
・
共
同
盟
に
つ
い
て
重

要
な
知
識
を
含
ん
で
い
る
。
主
た
4
J投
畏
段
階
の
惚
轡
状
態
を
示
す
、

慣
値
あ
る
潟
員
を
民
供
す
る
。
人
聞
の
記
憶
に
頼
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
日
付
や
名
前
に
つ
い
て
全
百
的
に
は
信
績
で
き
な
い
が
、
印

刷
資
制
に
よ
る
よ
り
も
な
ま
た
ま
し
い
良
質
を
託
銀
L
て
い
る
場
合
も

あ
る
。則
一
般
の
新
聞
は
有
往
な
資
料
で
あ
る
。
新
聞
罰
事
は
そ
の
時
代

円
一
思
潮
や
意
見
に
つ
い
て
他
か
ら
は
引
用
で
き
な
い
知
識
を
含
み
、
置

告
は
産
業
界
中
合
駐
の
内
陣
m
k陸
宮
に
表
現
し
て
い
る
。
だ
が
綿
怯
史

桝
究
者
は
、
新
聞
の
ご
く
一
部
だ
け
が
第
一
弐
的
記
録
で
あ
り
、
事
件

の
解
擦
や
ニ
ュ
ー
ス
の
選
揮
が
編
集
方
針
の
影
響
を
聖
け
て
い
る
こ
と

に
注
意
し
た
上
で
、
そ
の
内
容
を
他
の
資
料
で
批
判
せ
ね
ば
な
ら
向
。

げ
そ
の
他
の
雑
多
な
資
料
と
し
て
は
、
質
業
γ
人
名
銭
・
年
鑑
百

科
事
典
・
静
香
・
使
両
国
・
案
内
書
・
定
期
的
業
務
案
内
害
・
古
物
蒐
集

家

(
E
E
E
L
S
)
の
研
究
成
果
・
技
術
時
物
館
の
陳
列
物
・
問
書
館

の
一
般
資
制
・
文
摩
書
・
民
俗
的
俸
承
・
外
人
強
行
家
の
著
書
・
歴
史

地
圃
そ
の
他
の
地
理
的
資
料
・
電
話
番
競
帳
・
櫓
諜
た
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
糧
管
史
家
に
と
っ
て
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
第
二
弐
資
料
と
し
て
、
経
営
の
歴
史
を
理
解
し
、
企
業
と
枇

第
七
十
七
巻

三
四
回

第
四
日
出

七
回

曾
の
関
係
を
理
解
す
る
目
的
を
も
っ
て
書
か
れ
た
大
量
の
著
書
・
論
文
が

あ
る
。
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
人
物
守
一
記
憶
し
、
曾
祉
の
記
念
祭
典
主
班

い
、
ま
た
曾
祉
や
人
物
を
批
到
す
る
た
め
に
警
か
れ
た
、
糟
持
者
の
博
記

や
曾
社
史

(
E
E官
4
r
E
0
4
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
数
多
い
が
、
質
は

劣
嵐
で
科
堕
的
経
管
史
研
究
叫
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま

た
経
済
史
家
。
多
く
の
業
績
は
、
企
業
の
紐
管
や
機
能
に
つ
い
て
強
調
し

て
い
て
も
、
そ
の
大
部
分
日
経
営
資
料
に
基
い
た
も
の
で
は
な
く
、
間
接

資
料
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
政
府
一
記
録
に
基
い
亡
苦
か
れ
る
こ
と
が
多

く
、
宮
た
著
者
の
特
殊
な
闘
心
や
利
害
か
ら
歪
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
し
か
し
椛
管
の
各
聞
の
様
相
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
一
般
的
に
は
組

笹
史
の
研
努
に
役
立
つ
。

経
営
民
家
は
興
去
ら
れ
た
資
制
を
粟
り
超
え
て
科
恩
主
人
間
性
に
傑
い

洞
察
力
と
鹿
い
閥
心
を
持
つ
た
め
に
、
企
業
の
経
済
的
・
社
曾
的
・
文
他

的
・
政
治
的
基
礎
に
つ
い
て
歴
担
的
知
識
を
興
え
る
書
物
に
、
常
に
関
心

を
宥
せ
る
の
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。


